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松陰村塾（萩市）                                                                      毛利敬親公に講演している様子
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士たる所を知る上は、技芸もとより捨つべきに非ず、記
き
誦
しょう
詞
し
章
しょう
も亦かくの如し」と言っ
て、技術も決して軽んじてはいない。然しこれは精神が出来ての上だと云うのである。
あとがき
新渡戸稲造は、文久二年（1862）南部藩士の子として生まれた。
帝国大学に入学した時にベルギーの法学者のド・ラブレーから、宗教教育のない日
本でどうやって道徳教育が授けられるのかと問われ、即答できなかった。そこで、日
本には古来から脈々と続いている武士道が日本の道徳の基盤である事に気づき、明治
三十二年（1899）アメリカで出版され、ベストセラーとなった。この本が、外国に紹介
した唯一日本の武士道「道徳」を紹介した本である。
また、吉田松陰は養子に入った家が代々山鹿素行の兵学の師範の家であったため、
これが奇縁となり幼少より素行の著書に親しみ、山鹿学統の継承者を自ら任ずるに
至ったのである。実に松陰は素行より第十代目の学孫になる。そこで、武士道の根
本を素行より鋭く表し、自らもそれを実践した。江戸末期の混乱の中で、安政六年
（1859）十月二十七日、伝馬町の獄中の処刑場で露と消えたたのである。松陰三十歳、
その弟子たちは松陰の意志を継いで見事に明治維新を成し遂げたのである。
最後に松陰が詠んだ詩は、遺書である、「留魂録」を死ぬ前に書き上げ、刑場に行く
前に、同じ牢屋にいた人達への分かれの挨拶のかわりに、辞世の詩を高らかに吟誦した。
「身はたとい武蔵野の野辺に朽ちぬとも留め置かまし大和魂」
戦後の日本は、武士道などというものは勿論のこと自国の文化、歴史、伝統に対す
る敬意、愛情、理解をほとんど捨て去って省みなかった。こうなった日本の事情は、
誰のせいでもなく、自分たちで捨て去ったのだ。欧米からもたらされた合理主義に
よって、「自我」というものを至上の価値に祭りあげたのだ。日本の一部の知識人も至
上の価値としている「個」の（権利、自由、平等、個性、）なるものを推称して来た。
しかし、すぐにに行き詰ってしまった。生き詰まった理由をたんてきに言えば、人
間という存在が本質的に持っている、「精神的な希求」という側面を無視したからで
ある。人間は自己（自我）よりも大いなるものへの希求を本質的に持つ。なぜなら、自
分たちが生まれてきて、今ここにいるのか、その意味は何か、などという「人間の実在
的」な問いかけに対する答えは、自我の中をいくら探しても出てこないからである。
自我＝合理性から出発する哲学がそれに答えられないのは当然である。
こうして多くの人が眼を向けたのが、東洋の精神的な伝統であった日本の「武士
道」であった。それは、それが世界の叡智の伝統が必ず持っている偉大な普遍性を持っ
ていたからである。　
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「葉隠」は実戦を知らない人が書いたものとか、生を軽んじているとか書く学者や知
識人がいるが、それは本質的なものが見えてない人の議論で、サムライの生きかたの根
底には禅がある、彼らは人生が移ろいやすいものであることを知っていた。
「武道初心集」に「人の命の常無きを、とり分けて武士の命の常無きを思え。かくして
汝は日々、おれ汝の最期と考え、汝の義務を満たさんが為、日々をささげるにいたる
であろう」（大拙による）
死を覚悟するということは、あるいは、死ぬことと見つけたりということは、死を
美化することではない。そうではなく、死を覚悟することによって、逆に死の恐怖（実
際には自我の恐怖）から解放され、何事であれ、徹底した人生を送ることが出来ると
いうことを言っているのである。こうした人間にとっては一瞬一瞬が、いつもそのま
ま完成しているのである（現成公案）。
私たちは、文化遺伝的に持っている、この宝をもう一度見つめなおしたいものである。
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